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自

主

向

学

敬

愛

校 訓

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
美
化
活
動

８
月
２
８
日
（
日
）
に
実
施
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
内

美
化
活
動
で
は
生
徒
、
保
護
者
、
職
員
が
力
を
合
わ

せ
て
合
同
運
動
会
へ
向
け
て
の
テ
ン
ト
骨
組
み
、
土

の
う
作
り
、
校
庭
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

合
同
運
動
会
当
日
に
多
く
の
卒
業
生
、
地
域
住
民

で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
々
の
手
際
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
予
定
時
間
よ
り
早
く
終
了
し
ま
し
た
。

地
区
敬
老
祝
賀
会
（
９
月
１
０
日
）

高
江
地
区
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
２
曲
歌
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
校
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。
敬
老
者
の

方
々
も
一
緒
に
口
ず
さ

み
、
目
に
涙
を
浮
か
べ

て
聞
い
て
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌

う
前
に
は
、
生
徒
全
員

で
「
学
校
が
な
く
な
っ

て
も
私
達
の
ふ
る
さ
と

は
ず
っ
と
高
江
で
す
。
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
言
い
、

歌
の
最
後
に
３
年
生
が

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
、

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

高
江
戦
没
者
慰
霊
祭

校
長

木
場
宣
行

台
風
１
８
号
の
接
近
の
た
め
に
、
１
８
日
に
開
催
さ
れ
た

小
中
合
同
運
動
会
。
台
風
通
過
の
傷
跡
も
残
る
中
、
早
朝
よ

り
、
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
方
や
児
童
・
生
徒
の
献
身
的
な

働
き
の
お
か
げ
で
、
無
事
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
１
８
日
、
「
高
江
戦
没
者
慰
霊
祭
」
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
運
動
会
の
１
８
日
へ
の
延
期
を
検
討

す
る
際
、
こ
の
慰
霊
祭
の
た
め
に
途
中
で
退
席
さ
れ
る
方
々

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
「
運
動
会

の
た
め
に
今
年
度
の
慰
霊
祭
は
中
止
す
る
。
」
と
い
う
こ
と

を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
遺
族
、
コ
ミ
協
役
員
、

関
係
者
等
の
方
々
に
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
ま
た
、
申

し
訳
な
く
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

旧
高
江
村
（
高
江
町
・
久
見
崎
町
・
寄
田
町
）
関
係
の
戦

没
者
の
方
々
『
西
南
の
役
（
明
治
１
０
年
：
１
１
４
名
）
・

日
清
戦
争
（
明
治
２
７
～
２
８
年
：
１
名
）
・
日
露
戦
争
（
明

治
３
７
～
３
８
年
：
１
２
名
）
・
志
那
事
変
（
昭
和
１
２
～

１
３
年
：
２
８
名
）
・
太
平
洋
戦
争
（
昭
和
１
６
～
２
０
年

：
２
２
８
名
）
以
上
合
計
３
８
３
名
（
「
峰
山
地
区
だ
よ
り

１
１
号
」
よ
り
）
』
に
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
二
度
と
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
固
く

心
に
誓
う
戦
没
者
慰
霊
祭
で
す
。

今
後
、
生
徒
た
ち
に
こ
の
「
高
江
戦
没
者
慰
霊
祭
」
に
つ

い
て
話
を
す
る
と
と
も
に
、
平
和
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

戦
没
者
の
方
々
の
、
日
本
、
郷
土
、
家
族
を
思
う
気
持
ち
、

そ
し
て
さ
ら
に
、
西
南
の
役
か
ら
の
「
高
江
戦
没
者
慰
霊
祭
」

を
支
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の
、
郷

土
に
対
す
る
誇
り
、
先
人
に
対
す
る
畏
敬
の
念
な
ど
に
つ
い

て
も
、
深
く
考
え
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
立
合
演
説
会

９
月
６
日
（
水
）
に
生
徒

会
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
を

立
候
補
者
が
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
も
と
に
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
生
徒
達
は
実
際
の

選
挙
で
使
わ
れ
て
い
る
投
票

箱
に
投
票
し
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
、
以
下
の
生

徒
達
に
決
定
し
ま
し
た
。

生
徒
会
長

渡
邊
祐
希
（
二
年
）

副

会

長

家
村
天
継
（
二
年
）

書
記
会
計

増
重
友
哉
（
一
年
）

生
徒
会
連
絡
会
キ
ャ
ン
プ

少
年
自
然
の
家
に
お
い
て
８
月
２
４
日
か
ら
一

泊
二
日
で
市
内
１
４
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
生
徒
会
活
動

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を

生
か
し
、
現
在
、

本
校
で
は
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を

使
っ
た
あ
い
さ

つ
運
動
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。



最後の小中合同運動会に向けて
「心をひとつに全力で限界へ挑んだ」足跡

＜県児童生徒作文コンクール市審査会＞

＜県図画作品展市審査会＞ 特選 二年 家村天継「知覧に行って思ったこと」

入選 一年 増重友哉「今年最後の高江中学校」 入選 一年 増重友哉「子牛の力（リキ）」

入選 三年 池松千織「私の好きな場所」 入選 三年 樗木紅音「勝負の夏」

受賞おめでとう！！

＜夏休み＞
朝学習、駅伝

練習、部活動後
に午後から団長
が中心となり進
めた応援練習

＜出校日＞
保体部長を中

心にいろいろな
意見を出し合っ
た役員、係決め

＜８月２８日＞
親子、教職員で
テント骨組み、
土のうづくり、
校庭の草取り

10月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等

6 金 英語検定

7 土 柳山アグリランドコスモス開き

8 日 市民運動会

11 水 地区新人総体（～12）

16 月 いのちといじめ問題を考える研究会（高江中）

17 火 中間テスト(～18)

19 木 芸術鑑賞 中学校英語発表会

22 日 ウォーキング in 柳山

28 土 柳山サツマイモ収穫

29 日 文化祭 薩摩川内元気塾

30 月 振替休日

＜１０月行事の見どころ＞
・柳山コスモス開き
地域住民の皆さんで種まき、除草を行って

きました。きれいなコスモスが見れます。

・いのちといじめ問題を考える研究会
道徳授業参観とスクールカウンセラーのい

のちといじめに関する講話が実施されます。

・芸術鑑賞
東京から本格的な劇団を招き、高江中の体

育館でオペラ鑑賞会を実施します。

・ウォーキング in柳山
柳山の風力発電をめぐる２０㎞コースに本

校から中学２年生４名が挑戦します。

・サツマイモ収穫
５月から大きく成長したサツマイモをたく

さん収穫しましょう。

・文化祭、薩摩川内元気塾
劇や演奏、展示作品等で生徒達の新たな一

面を見ることができます。吹奏楽団の演奏も
予定しています。

＜９月１８日本番＞
最後の小中合同運

動会で全力を出し切
った児童・生徒

多くの卒業生、地
域住民の皆さんと校
庭いっぱいに広がり
一緒にラジオ体操

＜9月15日＞
雨の中、傘を

差しながらグラ
ンド整備

＜放課後＞
毎日の練習を

積み重ねて仕上
がった応援団

＜９月１１日＞
入場行進、開閉
開式、係の動き
等の確認を行っ
た小中合同練習
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